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日本の都市域周辺の大気SF6濃度分布とSF6年代推定に与える影響について
Spatial distribution of atmospheric SF6 mixing ratios in Japan: Implications for ground-
water dating
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近年、CFCs（クロロフルオロカーボン類）や SF6（六フッ化硫黄）などの不活性ガスが、若い地下水の年代トレーサー
として利用されつつある。その中でも SF6は、理論的に過去 40年に涵養された地下水に対して年単位の詳細な年代推定
が可能であり（Busenberg and Plummer, 2000）、循環速度の早い日本の地下水の年代推定に適していると思われる。一方、
SF6による年代推定は、岩石や工業活動に由来する SF6付加される場合は解釈が難しくなり、特に都市域周辺での大気
SF6濃度の上昇は年代推定の精度に影響を与えることが指摘されている（Santella et al, 2008）。日本は世界有数の SF6の
生産・排出国であり、都市域周辺の大気濃度は高くなっていると予想されるため、インプットである大気濃度の空間的な
分布を把握することは重要である。また SF6は京都議定書に温室効果ガスの 1つに指定されており、世界有数の SF6生
産・排出国の責務として、大気濃度を監視することは重要であると思われる。しかし、国内での大気SF6濃度の実測例は
非常に少なく、その分布特性は良くわかっていない。本研究では、日本国内の大気 SF6濃度の空間的な分布を把握する
ことを目的として、新しく開発した簡便な大気の採取法を用いて、名古屋や東京などの都市域を中心に大気の採取・分
析を実施した。発表では、都市域周辺の濃度分布特性や年代推定への影響について検討した結果を報告する予定である。
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